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任 意 課 題 アカマ ツの天然更新 につ いて

昭和 61年度 ん平成 2年度 竹 田 営 林 署

1.目  的

アカマツの天然下種更新法を検討する。

2.試験地設定

(1)設定年月  昭和 61年度

(m 場  所  綿田三宅山国有林 54そつ林小班

(3)面  積  2.2 9 ha  人工補正区  (54つ ) 1.1 4ha

放 置 区 (54そ )1.1 5ha

(4)伐採前の林況

試験地を含む区域 5.0 1haの林況は次表のとおりで、ha当たりではアカマツが 312本 、240

ぷ生立 していたこととなる。

晨″
i

“

)標準地の設定

試験区域内に100ピの標準地を母樹から20mの ところに試験地位置図のとおり人工補正区 2

ケ所 (プ ロットm2及びプロットM3)放置区に1ケ所 (プ ロットMl)設定 した。

林令 林  種 樹   種 平均胸高 平均樹高 本 数 材 積

65 天然林 ア カ マ ツ 32卸 20血 1561本 1201ピ

その他広 14 θπ 8m 10583本 337ぷ

計 121442に 1538ぽ
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“

)人工補正作業の実施

人工補正区について昭和 61年度 (試験地設定年度)か ら稚樹の刈出しを実施 した。

実施状況は下表のとおりである。

年度 面  積 人工数 ha当 り人工数

61 11[2) |イ》) 総
)

62 1.14 4.0 3.5

63 1.14 7.0 6.1

一九 1.14 7.6 6.7

2 1.14 9.5 8.3

計 延人工35.6 6.2

3.調査結果

(1)稚樹の発生調査

稚樹の発生教は、明 らかに人工補正区の方が多 く、‐毎年度行われた刈出しの効果が

あらわれている。

試 験 区 分 プ ロ ッ ト

日召不日

62年度

平成元年度 平成 2年度

10oll下 10m上 計 10印下 10m上 計

放 置 区 NQ l 79 4 14 18 10 18 28

人 工

補 正 区

m2 141 30 158 188 125 238 363

NQ 3 71 50 88 138 82 171 253

注)100ピ当たりの稚樹発生本数である。
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イ ヌ ンナ, ウ リハダ カエ

デ, ヾズ ノ

コパ ノ トネリコ1 リヨウフ, ンラキ  エ ゴノキ,

ネムノキ1イ ヌツグ,ウ ラ ンロノキ1 カナ クギノ

キ, クマンデ1 ヤブツパ キ, ノヨつ・}イ ヌガャ,

アカメガンワ, クサ ギ,ヤ ブニ ックイ, ヒサ カキ

ァセ ピ, J/ズ ィ

ク リ, ヾズキ
,

ヤマ グワ

イ ヌ ンデ, ヤマモ ごジ ,

7カ マ ノ

リヨウブ, ノヨケ: ヌルデ1 エゴノキ= 7カ メガ

シワ: カナ クギノキ, ア オハ ダ, ネジキ, ネムノ

キ, アtピ 1 ヒサ カキ, カラスザンシ ヨウ, イメ

ツグ, クロモジ1 ′ンナサ ワフ′ギ

|ノ ヨゴ, ネジキ,7tビ , リヨウブ, ヒサ カキ,

|イ ヌツグ,ダ ン コクパ イ, ク。宅ジ,ャ マボ ウシ

シラキ, ウラジ ロノキ, コパ ノガマ ズ ミ

隣 接 地

(保護樹帝 )

記載 要領  1.
2

調査結果及び君察を記入す る。

状況写真は別途整理す る。
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番  号

根 元 径  (mm) 苗   l 高  (mm)

一九
０
こ

成長率
(%)

62 一九 2
成長率
(%)

放置区 Ml
9.4

2-27
15.0

2-49 160 4-60 43.1

11-110
68.0

12-190
158

人 工

補正区

NQ 2
5,7

1～ 19

8.0

3-25 140 3-22 30.2

11-69
37.5

11-73 124

甑 3
5.8

3-12
‐‐

．
０

一２ ” ３０
190 3ハV25

36_3
11-56

41.4

11-103
114

(2)稚樹の成長調査

注) 62年 度の苗高は平均が算出されていない。

根元径及び苗高並びにころらの成長率は全体的に放置区の方が勝れている。これは

人工補正区において発生する稚樹が刈出しによって枯損することな く成長することに

よるものと考え られる。

4.ま  と め

(1)放置区と人工補正区を比較 した場合、試験地設定後毎年度行われた刈出 しのため稚

樹の発生数は人工補正区において圧倒的に多 く発生 している。アカマツの天然下種更

新において刈出 しは稚樹発生に効果的であると考え られる。

(幼 人工補正区においては試験地設定後 5年 目で ha当 た り 3万本 を越える稚樹が発生

し,苗高 も最 も高いのは lm以上、平均でも約 40mと なゃている。今後、侵入すると

考えられる広葉樹の被圧等の成長疎外要因がなければ成林する可能性はあると考え ら

れる。

(3)放置区においては刈出 し等が行われていないため現在生立するアカマツ稚樹は広葉

樹 との競争下で成育 しているものと考えられ、今後広葉樹の被圧で枯損するか、被圧

下で成長するか観察す る必要がある。

-189-
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長方形
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